
活動日時 2019年12月14日(土) – 12月19日(木)

教育ヴィジョン研究センターは，By EVRI, For Everyoneを合言葉に，革新的な教育デザインの提案と社会貢献を使命とした
研究拠点です。本拠点は，3つのユニット，6つのクラスタで構成されます。ロゴは，6つのクラスタが相互に作用しつつ
1つの研究拠点を形づくり，広島を起点に，地域の，日本の，そして世界の教育を創造していく姿を現します。
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広島大学インキュベーション研究拠点「教
育ヴィジョン研究センター(EVRI)」は，2018
年度文部科学省「日本型教育の海外展開推進
事業(EDU-Portニッポン)」応援プロジェクト
に採択され，「カンボジアの教科書出版会社
と教員養成大学をつなぐ⽇本型「社会科教科
書の編集・活用システム」の構築支援」(代
表：桑山尚司)に取り組んでいます。
今年度は，現地教科書出版会社の編集者の

能力向上と持続可能な人材育成に資するマ
ニュアル開発，新社会科教科書モデル単元を
活用したモデル授業の開発と検証，新カリ
キュラム・教科書普及担当者の専門性開発を
支援しています。12月は，広島県立教育セン
ターの迫有香指導主事がカンボジアに渡航
し，授業研究のコンサルティングおよび関係
者への研修を実施しました。
渡航前半では，研究授業が実施される中学

校を繰り返し訪問し，授業開発の支援，協議
会での指導助言者への指導助言などを行いま

した。今後の自立発展性を確保するため，授
業研究の企画・運営はカンボジア側が主導
し，迫指導主事はサポート役に徹しました。

19日には，教育省関係者や学校教員を招い
た研究授業が実施されました。まずパイロッ
ト校の教員がモデル単元を活用した中学校2年
生歴史の授業(フランス保護国と近代化)を行
い，その後教育省スタッフのファシリテー
ションの下で協議会が実施されました。迫指
導主事は，授業や協議の様子に言及しながら
研修の意義づけを行ったり，カンボジア側の
活動を振り返って評価したりしていました。
一連の授業研究の運営を通して，モデル単

元を活用したモデル授業の改善を図るととも
に，カンボジア側教育専門家が新カリキュラ
ムの普及担当者として必要な知識や技能を高
めることができました。今後もEVRIはEDU-
Port事業を通して，わが国が蓄積してきた教
育のノウハウを海外に伝え，現地の教育の発
展に貢献できるように努めて参ります。
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カンボジアにおける持続
可能な社会構築のための
社会科カリキュラム・
教科書開発支援事業に
協力しました(21)

▲12月24日には，7月に実施
した本邦研修の成果をふまえ
たカリキュラム・教科書マニ
ュアルのお披露目会が開催さ
れました。


